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一般質問

介
護
保
険
制
度
に
つ
い
て

質　
地
域
包
括
支
援
セ
ン
タ
ー
に
つ
い
て

答　
【
市
長
】
地
域
包
括
支
援
セ
ン
タ
ー
は
、
保
健
師
、
社
会

福
祉
士
、
主
任
介
護
支
援
専
門
員
な
ど
の
専
門
職
が
チ
ー
ム
で

高
齢
者
の
心
身
の
健
康
維
持
や
保
健
・
福
祉
の
向
上
、
生
活
の

安
定
の
た
め
に
支
援
を
行
っ
て
い
る
。
市
内
の
５
か
所
の
地
域

包
括
支
援
セ
ン
タ
ー
で
の
主
な
相
談
項
目
は
、
要
介
護
認
定
や

介
護
サ
ー
ビ
ス
、施
設
入
所
に
関
す
る
相
談
が
約
６
割
を
占
め
、

そ
の
他
で
は
、
認
知
症
や
認
知
機
能
低
下
、
体
調
不
良
に
伴
う

医
療
に
関
す
る
相
談
が
多
い
。
相
談
件
数
は
、
令
和
２
年
度

３
千
227
件
、
令
和
３
年
度
３
千
262
件
、
令
和
４
年
度
３
千
654
件
、

令
和
５
年
度
３
千
563
件
、
令
和
６
年
度
３
千
222
件
と
推
移
し
て

お
り
、
直
近
３
年
間
は
減
少
傾
向
で
あ
っ
た
が
、
今
年
度
は
増

加
傾
向
に
あ
る
。

質　
介
護
予
防
の
推
進
に
つ
い
て

答　
近
年
に
お
け
る
サ
ー
ビ
ス
利
用
の
増
減
に
つ
い
て
、
要
支

援
１・２
の
方
が
利
用
す
る
介
護
予
防
事
業
で
は
、訪
問
型
サ
ー

ビ
ス
と
通
所
型
サ
ー
ビ
ス
が
減
少
傾
向
に
あ
る
。
減
少
理
由
に

つ
い
て
は
、
小
規
模
多
機
能
型
居
宅
介
護
の
利
用
や
通
所
リ
ハ

ビ
リ
テ
ー
シ
ョ
ン
の
利
用
が
増
加
し
た
こ
と
に
よ
る
も
の
と
考

え
て
い
る
。
一
方
、
介
護
予
防
ケ
ア
マ
ネ
ジ
メ
ン
ト
は
増
加
し

て
お
り
、
サ
ー
ビ
ス
利
用
者
が
訪
問
型
や
通
所
型
の
い
ず
れ
か

一
方
を
選
ぶ
傾
向
が
強
ま
っ
て
い
る
。
ま
た
、
シ
ニ
ア
の
げ
ん

き
体
操
教
室
や
通
い
の
場
の
利
用
者
数
は
、
コ
ロ
ナ
禍
の
収
束

に
伴
い
大
幅
に
増
加
し
て
い
る
。

物
価
高
に
対
応
す
る
対
策
に
つ
い
て

質　
ガ
ソ
リ
ン
暫
定
税
率
廃
止
に
つ
い
て

答　
【
市
長
】
国
の
暫
定
税
率
廃
止
に
伴
う
影
響
に
つ
い
て
、

軽
油
引
取
税
は
都
道
府
県
と
指
定
都
市
の
財
源
と
な
る
た
め
、

当
市
で
は
ガ
ソ
リ
ン
に
係
る
地
方
揮
発
油
税
の
み
が
対
象
と
な

る
。
地
方
揮
発
油
税
の
１
リ
ッ
ト
ル
当
た
り
0.8
円
の
暫
定
税
率

の
う
ち
、
42
％
が
指
定
都
市
を
除
く
市
区
町
村
に
譲
与
さ
れ
る

も
の
で
あ
り
、
当
市
の
令
和
７
年
度
当
初
予
算
に
当
て
は
め
る

と
、
約
１
千
800
万
円
の
減
収
が
見
込
ま
れ
る
。
減
収
分
に
つ
い

て
は
、
地
方
財
政
制
度
に
お
い
て
普
通
交
付
税
の
算
定
に
含
ま

れ
る
と
考
え
る
が
、
地
方
の
減
収
の
代
替
と
な
る
恒
久
財
源
を

措
置
す
る
よ
う
、
全
国
市
長
会
や
北
海
道
市
長
会
を
通
じ
て
国

に
要
請
し
て
ま
い
り
た
い
。

質　
重
点
支
援
地
方
交
付
金
に
つ
い
て

答　
「
物
価
高
騰
対
応
重
点
支
援
地
方
創
生
臨
時
交
付
金
」
に

つ
い
て
、
全
国
で
総
額
２
兆
円
、
そ
の
う
ち
４
千
億
円
が
食
料

品
の
物
価
高
騰
対
応
に
充
て
ら
れ
、
地
域
の
実
情
に
応
じ
て
生

活
支
援
や
事
業
者
支
援
に
幅
広
く
活
用
で
き
る
。
国
か
ら
参
考

事
例
も
示
さ
れ
て
お
り
、
現
在
、
国
会
で
審
議
中
の
補
正
予
算

に
関
し
て
は
、
当
市
へ
の
配
分
額
は
明
ら
か
に
な
っ
て
い
な
い

が
、
利
便
性
や
経
費
率
、
北
海
道
の
施
策
と
の
兼
ね
合
い
を
考

え
、適
切
に
使
途
を
判
断
し
て
ま
い
り
た
い
。ま
た
、当
市
で
は
、

低
所
得
高
齢
者
世
帯
等
へ
の
生
活
支
援
事
業
を
実
施
予
定
で
あ

り
、
こ
れ
に
続
け
て
、
物
価
高
対
応
子
育
て
応
援
手
当
や
重
点

支
援
交
付
金
を
活
用
し
た
物
価
高
騰
対
策
へ
と
、
切
れ
目
な
く

取
り
組
ん
で
ま
い
り
た
い
。 公 

明 

党

　
猪　
口　
満　
雅

市 

民 

ク 

ラ 

ブ

　
野　
尻　
　
　
清

第 4 回定例会において、市の施策の状況や方針について、
11 名の議員が市長、教育長などに対して一般質問を行い
ました。誌面の都合上、要約し掲載します。

質問項目の詳細につきましては、発言通告書をご覧ください。

質 問
一般質問
12 月 12 日（第２号） 12 月 15 日（第３号）

公明党 猪口 満雅 議員
市民クラブ 野尻 清 議員
新緑風会 太田 博之 議員
新緑風会 松本 一郎 議員

一般質問
日本共産党議員団 山田 靖廣 議員
新緑風会 河合 清秀 議員
日本共産党議員団 上田 久司 議員
市民クラブ　宮下 透 議員

12 月 16 日（第４号）

一般質問
民優会 大和 勝 議員
公明党 斉須 正友 議員
市民クラブ 伊澤 幸信 議員

一 般



新 

緑 

風 

会

　
松　
本　
一　
郎

議会かわら版　　第 146 号3

二次元バーコードから各議員の質問を YouTube で視聴することができます。

国
民
健
康
保
険
制
度
に
つ
い
て

質　
豪
雪
時
の
除
雪
対
策
に
つ
い
て

答　
【
市
長
】
本
市
の
除
排
雪
体
制
は
、
直
轄
機
動
班
を
設
け
、

臨
機
応
変
な
拡
幅
作
業
の
ほ
か
、
市
内
各
所
に
専
用
の
雪
堆
積

場
を
配
置
し
、
効
率
的
か
つ
迅
速
な
運
搬
排
雪
を
実
現
し
て
い

る
。
ま
た
、
岩
見
沢
商
工
会
議
所
と
の
中
心
商
店
街
除
雪
事
業

や
国
や
道
と
の
利
根
別
川
消
流
雪
事
業
な
ど
、
本
市
独
自
の
取

組
を
進
め
て
い
る
。
広
域
的
な
連
携
は
、
隣
接
す
る
幹
線
道
路

の
除
雪
を
協
力
し
て
行
う
ほ
か
、
近
隣
市
町
と
担
当
者
間
で
意

見
交
換
を
実
施
。
今
後
は
、
老
朽
化
し
た
機
械
の
計
画
的
更
新

を
進
め
、
Ｉ
Ｃ
Ｔ
を
活
用
し
た
「
除
排
雪
管
理
・
作
業
支
援
シ

ス
テ
ム
」
に
よ
っ
て
オ
ペ
レ
ー
タ
ー
支
援
を
行
う
予
定
。

　
豪
雪
時
の
地
域
自
主
排
雪
支
援
事
業
で
は
、
町
会
と
市
が
協

働
し
て
生
活
道
路
の
排
雪
を
行
う
が
、
物
価
高
騰
に
よ
る
町
会

の
負
担
増
を
受
け
、
排
雪
方
法
の
工
夫
に
よ
り
ダ
ン
プ
の
稼
働

時
間
を
短
縮
し
、
経
費
削
減
を
進
め
て
い
る
。
災
害
級
の
豪
雪

時
に
は
排
雪
の
方
法
等
を
見
直
し
、
町
会
の
負
担
が
極
端
に
増

え
な
い
よ
う
、
連
携
し
て
対
応
を
進
め
る
考
え
で
あ
る
。
冬

質　
冬
期
間
に
お
け
る
空
き
家
・
空
き
地
対
策

答　
岩
見
沢
市
の
管
理
不
全
な
空
き
家
は
令
和
７
年
11
月
末
で

396
件
。
空
き
家
に
対
し
て
は
、
パ
ト
ロ
ー
ル
や
屋
根
雪
の
落
雪

防
止
通
知
を
行
い
、
倒
壊
の
危
険
が
あ
る
場
合
は
指
導
を
実
施

し
て
い
る
。
所
有
者
の
対
応
の
な
い
空
き
家
に
は
、
市
が
注
意

喚
起
の
た
め
に
コ
ー
ン
を
設
置
し
、
危
険
箇
所
の
雪
を
除
去
す

る
対
応
を
し
て
い
る
。
ま
た
、
地
域
ご
と
に
空
き
家
マ
ッ
プ
を

作
成
・
配
布
し
、
各
町
会
と
の
情
報
連
携
を
進
め
て
い
る
。

日 

本 

共 

産 

党 

議 

員 

団

　
山　
田　
靖　
廣

一般質問

岩
見
沢
市
に
お
け
る
今
年
度
の
冬
対
策

新　
緑　
風　
会

　
太　
田　
博　
之

岩
見
沢
市
病
院
事
業
・
新
病
院
建
設
に
つ
い
て

質　
累
積
欠
損
金
の
見
通
し
と
そ
の
処
理
に
つ
い
て

答　
【
市
長
】
市
立
総
合
病
院
の
経
営
は
、
ポ
ス
ト
コ
ロ
ナ
の

影
響
で
患
者
数
の
減
少
や
物
価
高
騰
、
賃
金
上
昇
な
ど
の
厳
し

い
状
況
に
直
面
し
て
お
り
、
令
和
５
年
度
以
降
、
２
年
連
続
で

純
損
失
が
10
億
円
を
超
え
た
。
累
積
欠
損
金
は
、
令
和
６
年
度

末
に
は
52
億
８
千
800
万
円
に
達
し
、
令
和
９
年
度
末
に
は
約

76
億
円
に
増
加
す
る
見
込
み
で
あ
る
。
累
積
欠
損
金
を
解
消
す

る
た
め
に
は
、
単
年
度
で
の
黒
字
化
が
必
要
と
な
る
。
こ
れ
に

向
け
て
、
診
療
報
酬
の
適
切
な
改
定
を
国
に
要
望
を
行
う
と
と

も
に
、
経
営
強
化
プ
ラ
ン
に
基
づ
き
、
地
域
医
療
機
関
と
の
連

携
強
化
や
エ
ビ
デ
ン
ス
に
基
づ
く
経
営
判
断
を
行
う
体
制
を
整

え
る
な
ど
、
経
営
強
化
に
向
け
た
取
組
を
進
め
て
い
る
。

質　
新
病
院
の
医
療
ス
タ
ッ
フ
体
制
と
医
師
確
保
に
つ
い
て

答　
新
病
院
に
必
要
な
職
員
数
は
正
規
・
非
正
規
職
員
を
合
わ

せ
て
880
人
と
試
算
さ
れ
て
い
る
。
今
年
度
当
初
の
市
立
総
合
病

院
の
職
員
数
717
人
に
、
来
春
の
北
海
道
中
央
労
災
病
院
と
の
統

合
に
伴
う
移
行
職
員
143
人
を
加
え
る
と
860
人
と
な
り
、
新
病
院

に
向
け
て
職
員
が
大
き
く
不
足
す
る
こ
と
は
な
い
見
通
し
で
あ

る
が
、
開
院
ま
で
の
間
に
運
営
計
画
を
検
討
し
、
必
要
職
員
数

の
精
査
と
確
保
に
努
め
る
。
病
院
運
営
に
は
す
べ
て
の
職
種
が

必
要
で
あ
り
、
特
に
医
師
や
看
護
師
な
ど
の
医
療
職
の
確
保
が

重
要
で
あ
る
。
医
師
確
保
に
向
け
て
は
、
病
院
長
が
北
海
道
大

学
や
札
幌
医
科
大
学
を
訪
問
し
、
医
師
の
派
遣
や
研
修
医
の
増

員
な
ど
を
要
請
し
た
。
今
後
も
医
育
大
学
と
の
連
携
を
深
め
、

医
師
の
確
保
を
進
め
る
考
え
で
あ
る
。

質　
国
民
健
康
保
険
制
度
の
国
へ
の
財
政
支
援
等
の
要
望
に
つ

い
て

答　
【
市
長
】
国
保
制
度
に
対
す
る
国
庫
負
担
割
合
の
引
き
上

げ
、
並
び
に
財
政
支
援
の
増
額
に
係
る
国
へ
の
働
き
か
け
に
つ

い
て
、
全
国
市
長
会
は
財
政
支
援
の
確
保
や
国
庫
負
担
割
合
の

引
き
上
げ
を
含
め
、
国
保
財
政
基
盤
の
拡
充
・
強
化
に
向
け
た

措
置
を
講
じ
る
よ
う
提
言
し
て
い
る
。
ま
た
、
将
来
に
わ
た
り

安
定
的
で
持
続
可
能
な
制
度
と
す
る
た
め
、
全
て
の
国
民
を
対

象
と
す
る
医
療
保
険
制
度
の
一
本
化
に
向
け
、
抜
本
改
革
を
実

施
す
る
よ
う
要
望
し
て
お
り
、
国
費
の
投
入
に
つ
い
て
も
そ
の

議
論
の
中
で
整
理
さ
れ
る
も
の
と
理
解
し
て
い
る
。
今
後
も
引

き
続
き
、
全
国
市
長
会
を
通
じ
て
、
国
に
対
す
る
要
望
を
適
切

に
行
っ
て
い
く
。

　

ま
た
、
子
ど
も
の
均
等
割
の
軽
減
措
置
拡
大
に
つ
い
て
も
、

全
国
市
長
会
は
「
子
ど
も
に
係
る
均
等
割
保
険
料
を
軽
減
す
る

支
援
制
度
に
つ
い
て
は
、
国
に
お
い
て
必
要
な
財
源
を
確
保
し

た
う
え
で
、
対
象
年
齢
や
軽
減
割
合
を
拡
大
す
る
な
ど
、
制
度

を
拡
充
す
る
こ
と
」
を
提
言
し
て
い
る
。
国
は
社
会
保
障
審
議

会
医
療
保
険
部
会
に
対
し
、
軽
減
対
象
を
高
校
生
年
代
ま
で
拡

大
す
る
案
を
示
し
、
概
ね
賛
同
を
得
ら
れ
た
こ
と
か
ら
、
今
後
、

制
度
設
計
や
法
令
改
正
等
、
必
要
と
な
る
手
続
き
が
段
階
を
踏

ん
で
順
次
進
め
ら
れ
て
い
く
も
の
と
考
え
て
お
り
、
引
き
続
き

制
度
拡
充
に
向
け
た
国
の
動
き
を
注
視
し
て
い
く
。
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二次元バーコードから各議員の質問を YouTube で視聴することができます。

新 

緑 

風 

会

　
河　
合　
清　
秀　

平
和
教
育
に
つ
い
て

質　
児
童
・
生
徒
の
メ
ン
タ
ル
サ
ポ
ー
ト
に
つ
い
て

答　
【
教
育
長
】
今
年
は
終
戦
80
年
の
節
目
に
当
た
り
、
次
世

代
を
担
う
子
ど
も
た
ち
に
平
和
の
尊
さ
や
命
の
大
切
さ
を
育
む

教
育
活
動
は
、極
め
て
重
要
で
あ
る
と
認
識
し
て
い
る
。
一
方
、

世
界
各
地
で
は
紛
争
や
対
立
が
続
き
、
様
々
な
情
報
が
あ
ふ
れ

て
い
る
。
不
意
に
過
激
な
映
像
や
刺
激
的
な
情
報
に
触
れ
る
可

能
性
が
あ
り
、
成
長
過
程
に
あ
る
児
童
生
徒
に
与
え
る
心
理
的

影
響
は
、
決
し
て
少
な
く
な
い
も
の
と
考
え
て
い
る
。

　

現
時
点
で
、
こ
れ
ら
の
情
報
に
触
れ
て
不
安
定
な
状
況
に

陥
っ
た
な
ど
の
報
告
は
な
い
が
、
子
ど
も
に
不
安
や
動
揺
が
見

ら
れ
る
場
合
に
は
、
ま
ず
保
護
者
と
連
携
を
図
り
つ
つ
、
学
級

担
任
や
養
護
教
諭
に
よ
る
面
談
を
行
う
こ
と
と
し
て
い
る
。

　
ま
た
、
必
要
に
応
じ
て
、
ス
ク
ー
ル
カ
ウ
ン
セ
ラ
ー
に
よ
る

カ
ウ
ン
セ
リ
ン
グ
を
行
い
、
子
ど
も
の
心
の
ケ
ア
に
努
め
る
体

制
を
整
え
て
い
る
。

質　
平
和
教
育
の
実
施
状
況
に
つ
い
て

答　
学
習
指
導
要
領
に
基
づ
き
、
社
会
や
国
語
等
の
授
業
の
中

で
戦
争
や
被
爆
に
つ
い
て
学
ぶ
ほ
か
、
生
命
の
尊
さ
や
自
他
の

尊
重
を
学
ぶ
道
徳
の
授
業
を
計
画
的
に
実
施
し
て
い
る
。
さ
ら

に
、
国
際
社
会
が
直
面
す
る
課
題
が
複
雑
化
す
る
中
で
、
他
国

の
文
化
を
理
解
す
る
と
と
も
に
、
多
様
な
価
値
観
を
尊
重
し
、

国
際
協
力
の
重
要
性
を
認
識
す
る
こ
と
は
、
平
和
維
持
に
向
け

た
大
切
な
視
点
で
あ
る
と
考
え
て
い
る
。

　

今
後
も
、
国
際
的
な
視
野
を
育
む
学
習
を
計
画
的
に
行
い
、

平
和
に
関
す
る
教
育
の
充
実
を
図
っ
て
い
く
。

熊
対
策
に
つ
い
て

質　
岩
見
沢
市
に
お
け
る
対
策
の
現
状
に
つ
い
て

答　
【
市
長
】
ヒ
グ
マ
の
目
撃
が
あ
っ
た
場
合
、速
や
か
に
メ
ー

ル
や
Ｓ
Ｎ
Ｓ
等
で
注
意
喚
起
を
行
い
、
警
察
や
猟
友
会
と
連
携

し
て
痕
跡
確
認
や
巡
回
を
実
施
し
て
い
る
。駆
除
に
つ
い
て
は
、

原
則
と
し
て
森
林
地
域
へ
の
追
払
い
を
行
い
、
難
し
い
場
合
に

は
許
可
を
得
た
ハ
ン
タ
ー
が
緊
急
銃
猟
等
で
対
応
す
る
。
箱
わ

な
は
10
基
設
置
し
、
捕
獲
報
償
は
１
頭
に
つ
き
３
万
円
。
処
分

後
は
ジ
ビ
エ
と
し
て
活
用
す
る
部
分
を
除
き
、
市
が
焼
却
費
用

を
負
担
す
る
。
電
気
柵
は
56
キ
ロ
メ
ー
ト
ル
整
備
し
、
個
人
設

置
に
対
し
市
が
補
助
し
て
い
る
が
、最
近
は
設
置
要
望
が
な
い
。

ヒ
グ
マ
の
調
査
は
北
海
道
が
実
施
し
て
お
り
、
市
は
単
独
で

行
っ
て
い
な
い
。
緊
急
銃
猟
の
運
用
が
始
ま
り
、
マ
ニ
ュ
ア
ル

策
定
に
向
け
て
警
察
や
猟
友
会
と
連
携
し
て
い
る
。
専
門
職
員

の
育
成
が
今
後
の
課
題
で
、
猟
友
会
か
ら
は
ハ
ン
タ
ー
４
名
が

出
動
可
能
で
、
後
継
者
育
成
に
も
取
り
組
ん
で
い
る
。

質　
ハ
ン
タ
ー
へ
の
待
遇
改
善
等
に
つ
い
て

答　
国
に
対
し
、
北
海
道
や
北
海
道
市
長
会
等
が
合
同
で
、
本

年
９
月
に
「
ヒ
グ
マ
被
害
緊
急
対
策
に
関
す
る
要
望
書
」、
11

月
に
は
「
ヒ
グ
マ
対
策
に
係
る
要
望
書
」
を
提
出
し
、ハ
ン
タ
ー

支
援
の
充
実
・
強
化
を
求
め
て
い
る
。
ヒ
グ
マ
捕
獲
に
対
す
る

市
独
自
の
報
償
費
で
あ
る
１
頭
当
た
り
３
万
円
に
つ
い
て
は
、

猟
友
会
等
か
ら
相
応
の
額
で
あ
る
旨
、
理
解
を
得
て
い
る
。
ま

た
、
ハ
ン
タ
ー
が
負
傷
し
た
場
合
の
補
償
に
つ
い
て
は
、
市
か

ら
傷
害
保
険
料
相
当
額
を
猟
友
会
に
支
給
し
、
保
険
加
入
を
促

す
な
ど
、業
務
中
の
事
故
に
対
応
で
き
る
体
制
を
整
え
て
い
る
。

新
病
院
の
Ｓ
Ｃ
Ｕ
に
つ
い
て

質　
新
病
院
の
Ｓ
Ｃ
Ｕ
の
体
制
に
必
要
な
人
員
に
つ
い
て

答　
【
市
長
】
新
病
院
で
は
、
空
知
管
内
唯
一
の
Ｓ
Ｃ
Ｕ
（
脳

卒
中
集
中
治
療
室
）
を
６
床
設
置
す
る
計
画
で
あ
る
。
設
置
に

は
、
人
員
配
置
や
医
療
機
器
な
ど
、
施
設
基
準
を
満
た
す
必
要

が
あ
る
が
、
人
員
配
置
に
つ
い
て
は
、
脳
神
経
外
科
の
専
任
常

勤
医
師
１
人
、
看
護
師
で
は
、
患
者
３
人
に
対
し
て
１
人
以
上

の
配
置
基
準
を
満
た
し
、
３
交
代
制
等
を
考
慮
し
た
15
人
、
専

任
常
勤
リ
ハ
ビ
リ
ス
タ
ッ
フ
１
人
、
看
護
補
助
１
人
の
合
計
で

18
人
の
体
制
を
予
定
。
人
員
の
確
保
で
は
、
医
師
を
除
く
職
種

に
つ
い
て
は
、
必
要
人
数
が
確
保
さ
れ
る
見
通
し
だ
が
、
医
師

の
増
員
は
引
き
続
き
医
育
大
学
に
要
請
し
て
い
く
。
ま
た
、
Ｓ

Ｃ
Ｕ
に
必
要
な
Ｃ
Ｔ
や
Ｍ
Ｒ
Ｉ
、
脳
血
管
造
影
装
置
は
、
救
急

体
制
の
確
保
に
必
要
な
診
療
放
射
線
技
師
の
当
直
体
制
に
よ

り
、
常
時
稼
働
で
き
る
体
制
を
維
持
す
る
予
定
で
あ
る
。

質　
新
病
院
の
Ｓ
Ｃ
Ｕ
に
必
要
な
経
費
に
つ
い
て

答　

Ｃ
Ｔ
や
Ｍ
Ｒ
Ｉ
な
ど
の
画
像
診
断
装
置
、
生
体
情
報
モ
ニ

タ
ー
や
人
工
呼
吸
器
な
ど
の
医
療
機
器
は
Ｓ
Ｃ
Ｕ
を
設
置
し
な

い
場
合
で
も
必
要
で
あ
る
た
め
、
Ｓ
Ｃ
Ｕ
の
設
置
に
伴
い
増
加

が
見
込
ま
れ
る
経
費
の
の
大
部
分
は
人
件
費
と
な
り
、
Ｓ
Ｃ
Ｕ

の
設
置
に
必
要
な
医
師
や
看
護
師
な
ど
18
人
の
体
制
に
必
要
な

人
件
費
は
、
年
間
で
約
１
億
６
千
万
円
と
な
る
。

　

Ｓ
Ｃ
Ｕ
設
置
に
伴
い
増
加
す
る
収
益
は
、
約
８
割
で
稼
働
し

た
場
合
、
一
般
病
棟
と
比
較
し
て
、
約
４
億
６
千
万
円
の
増
収

が
見
込
ま
れ
る
こ
と
か
ら
増
え
る
見
通
し
で
あ
る
。

日 

本 

共 

産 

党 

議 

員 

団

　
上　
田　
久　
司

市 

民 

ク 

ラ 

ブ

　
宮　
下　
　
　
透

一般質問
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民 

優 

会

　
大　
和　
　
　
勝

学
校
教
育
環
境
の
さ
ら
な
る
充
実
の
た
め
の

取
組
に
つ
い
て

質　
学
校
に
お
け
る
安
全
管
理
マ
ニ
ュ
ア
ル
の
運
用
に
つ
い
て

答　
【
教
育
長
】
教
育
委
員
会
の
「
学
校
に
お
け
る
安
全
管
理

マ
ニ
ュ
ア
ル
」
を
参
考
に
、危
機
管
理
マ
ニ
ュ
ア
ル
を
整
備
し
、

児
童
生
徒
の
安
全
確
保
に
努
め
て
い
る
。
ま
た
、
国
や
道
、
市

か
ら
の
通
知
や
新
た
な
事
例
等
を
踏
ま
え
な
が
ら
、
適
宜
、
見

直
し
や
更
新
を
行
い
、
緊
急
時
に
は
管
理
職
の
指
示
の
も
と
、

迅
速
な
対
応
が
図
ら
れ
る
よ
う
、
体
制
を
整
備
し
て
い
る
。

質　
ヒ
グ
マ
出
没
を
踏
ま
え
、
教
職
員
を
含
め
た
安
全
確
保
の

た
め
の
マ
ニ
ュ
ア
ル
の
更
新
、
安
全
確
保
の
取
組
へ
の
今
後
の

方
向
性
に
つ
い
て

答 　

教
育
委
員
会
で
は
市
長
部
局
と
情
報
共
有
を
行
い
、
ヒ

グ
マ
の
出
没
情
報
が
あ
っ
た
場
合
、
速
や
か
に
校
区
の
学
校
や

保
護
者
へ
周
知
し
、
猟
友
会
や
警
察
等
と
連
携
し
た
見
守
り
の

強
化
、
教
職
員
に
よ
る
巡
回
等
、
安
全
確
保
に
努
め
た
。
ま
た

本
年
、
道
教
委
か
ら
「
学
校
に
お
け
る
危
機
管
理
の
手
引
」
追

録
で
、
ヒ
グ
マ
出
没
時
の
対
応
例
が
示
さ
れ
、
直
ち
に
各
学
校

へ
危
機
管
理
マ
ニ
ュ
ア
ル
の
改
訂
を
指
示
し
た
。
今
後
は
教
職

員
の
安
全
確
保
も
含
め
、更
な
る
マ
ニ
ュ
ア
ル
の
改
善
を
図
る
。

質　
学
校
教
育
環
境
充
実
の
た
め
の
今
後
の
方
向
性
に
つ
い
て

答　
学
校
評
価
の
中
で
は
、
Ｉ
Ｃ
Ｔ
環
境
の
整
備
の
ほ
か
、
通

学
路
の
安
全
確
保
や
校
舎
の
修
繕
な
ど
、
保
護
者
か
ら
児
童
生

徒
の
安
全
対
策
に
関
す
る
ご
意
見
が
多
く
寄
せ
ら
れ
て
い
る
。　

 

　
教
育
委
員
会
と
し
て
は
、
こ
の
よ
う
な
課
題
を
把
握
し
た
上

で
、
市
長
部
局
や
関
係
機
関
と
も
連
携
し
、
子
ど
も
た
ち
が
安

心
し
て
学
ぶ
こ
と
が
で
き
る
教
育
環
境
づ
く
り
に
努
め
た
い
。

一般質問

学
校
給
食
に
つ
い
て

質　
「
日
本
一
安
全
で
子
ど
も
た
ち
に
喜
ば
れ
る
学
校
給
食
」

を
具
現
化
す
る
た
め
の
取
組
に
つ
い
て

答　
【
教
育
長
】
平
成
25
年
に
策
定
し
た
「
基
本
方
針
」
に
お

い
て
、「
日
本
一
安
全
で
子
ど
も
た
ち
に
喜
ば
れ
る
学
校
給
食
」

を
目
標
と
し
て
掲
げ
「
徹
底
し
た
衛
生
管
理
」
や
「
リ
ス
ク
分

散
」、「
食
物
ア
レ
ル
ギ
ー
ヘ
の
対
応
」、「
お
い
し
い
給
食
の
提

供
」
な
ど
を
重
点
事
項
と
し
て
、
質
の
高
い
給
食
の
提
供
に
取

り
組
ん
で
き
た
。
中
で
も
、
徹
底
し
た
衛
生
管
理
や
リ
ス
ク
分

散
、
食
物
ア
レ
ル
ギ
ー
ヘ
の
対
応
と
い
っ
た
安
全
性
の
確
保
を

最
優
先
し
、
様
々
な
対
策
を
講
じ
て
き
た
。
例
え
ば
、
床
を
乾

燥
状
態
に
保
つ
「
ド
ラ
イ
シ
ス
テ
ム
」
の
導
入
、
人
や
物
が
交

差
せ
ず
食
材
の
搬
入
か
ら
調
理・配
送
ま
で
一
方
向
に
進
む「
ワ

ン
ウ
ェ
イ
動
線
」
の
確
保
な
ど
を
行
っ
た
。
さ
ら
に
、小
学
校・

中
学
校
で
異
な
る
献
立
を
提
供
す
る
「
２
献
立
４
ラ
イ
ン
」
に

よ
り
、
リ
ス
ク
分
散
と
調
理
の
効
率
化
を
図
っ
て
い
る
。

　
食
物
ア
レ
ル
ギ
ー
に
つ
い
て
は
、
専
門
の
管
理
栄
養
士
を
配

置
す
る
ほ
か
、
学
校
・
保
護
者
と
連
携
し
、
一
人
ひ
と
り
に
応

じ
た
き
め
細
か
な
対
応
を
行
っ
て
い
る
。

　
ま
た
、
子
ど
も
た
ち
に
喜
ば
れ
る
給
食
と
い
う
点
で
は
、
ま

ず
は
「
お
い
し
さ
」
が
欠
か
せ
な
い
要
素
で
あ
り
、
栄
養
教
諭

を
中
心
に
、
魅
力
あ
る
献
立
づ
く
り
を
進
め
て
い
る
。
地
元
産

の
お
米
、
野
菜
の
積
極
的
な
活
用
や
、
行
事
ご
と
に
ゆ
か
り
の

あ
る
献
立
の
提
供
に
よ
り
、
伝
統
や
風
習
、
食
文
化
へ
の
理
解

促
進
に
取
り
組
ん
で
い
る
。 公 

明 

党

　
斉　
須　
正　
友

市
立
総
合
病
院
と
北
海
道
中
央
労
災
病
院
の

経
営
統
合
に
つ
い
て

市 

民 

ク 

ラ 

ブ

　
伊　
澤　
幸　
信

質　
統
合
後
の
市
立
総
合
病
院
の
姿
に
つ
い
て

答　
【
市
長
】
統
合
後
の
市
立
総
合
病
院
に
お
い
て
は
、
労
災

病
院
か
ら
引
き
継
ぐ
診
療
科
に
加
え
、
新
病
院
で
予
定
し
て
い

る
標
榜
診
療
科
と
専
門
医
の
配
置
見
通
し
を
踏
ま
え
て
内
科
や

外
科
を
細
分
化
し
、
現
在
の
15
診
療
科
か
ら
22
診
療
科
へ
と
再

編
す
る
予
定
で
あ
る
。
そ
の
う
ち
、
現
在
は
労
災
病
院
に
し
か

な
い
歯
科
口
腔
外
科
や
心
不
全
・
心
臓
リ
ハ
ビ
リ
テ
ー
シ
ョ
ン

に
必
要
な
施
設
改
修
は
年
内
で
完
了
し
、
診
療
科
に
合
わ
せ
た

病
棟
の
再
編
な
ど
の
準
備
を
進
め
て
い
る
。

　
駐
車
場
に
つ
い
て
は
、
旧
中
央
小
学
校
跡
地
に
職
員
用
駐
車

場
を
新
た
に
確
保
し
、
病
院
施
設
周
辺
は
可
能
な
限
り
患
者
や

施
設
利
用
者
用
と
し
て
拡
充
を
行
う
な
ど
し
て
、
駐
車
台
数
の

確
保
に
努
め
て
い
き
た
い
。

　
ま
た
、
増
加
す
る
患
者
や
職
員
へ
の
院
内
で
の
対
応
と
し
て

は
、
外
来
診
察
室
や
更
衣
室
を
増
設
す
る
と
と
も
に
、
待
ち
時

間
短
縮
に
向
け
、
診
察
時
間
の
拡
大
に
つ
い
て
も
検
討
を
行
う

と
と
も
に
、
効
率
化
に
よ
る
診
察
時
間
の
短
縮
を
図
る
た
め
、

医
師
事
務
作
業
補
助
者
の
活
用
や
Ａ
Ⅰ
等
の
導
入
も
検
討
し
て

い
き
た
い
。

　
さ
ら
に
は
、
既
に
院
外
処
方
を
利
用
し
て
い
る
労
災
病
院
の

患
者
が
増
加
す
る
こ
と
を
見
越
し
、
外
来
の
処
方
薬
に
つ
い
て

は
、
市
立
総
合
病
院
に
お
い
て
も
、
10
月
か
ら
希
望
制
の
院
外

処
方
を
導
入
し
た
と
こ
ろ
で
あ
る
。

質　
「
認
定
高
等
職
業
訓
練
校
」
の
今
後
の
展
開
と
「
就
労
継

続
支
援
事
業
所
」
の
支
援
に
つ
い
て
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議案第 55 号 令和６年度岩見沢市病院事業会計決算の認定について 〃
議案第 56 号 令和６年度岩見沢市水道事業会計利益の処分及び決算の認定について 原案可決及び認定
議案第 57 号 令和６年度岩見沢市下水道事業会計利益の処分及び決算の認定について 〃
議案第 60 号 令和７年度岩見沢市一般会計補正予算について（第４号） 原 案 可 決

議案第 61 号 岩見沢市議会議員及び岩見沢市長の選挙における選挙運動費用の公費負担に関する条例の一部改
正について 〃

議案第 62 号 岩見沢市自治体ネットワークセンター条例の一部改正について 〃
議案第 63 号 特定地方交通線転換促進関連施設条例の一部改正について 〃
議案第 64 号 いわみざわ公園野外音楽堂条例の一部改正について 〃
議案第 65 号 岩見沢市北村環境改善センター条例の一部改正について 〃
議案第 66 号 岩見沢スポーツセンター条例の一部改正について 〃
議案第 67 号 岩見沢市総合体育館条例の一部改正について 〃
議案第 68 号 岩見沢市野球場条例の一部改正について 〃
議案第 69 号 岩見沢市北村多目的体育館条例の一部改正について 〃
議案第 70 号 岩見沢市栗沢スポーツ公園条例の一部改正について 〃
議案第 71号 岩見沢市民会館条例の一部改正について 〃
議案第 72 号 岩見沢郷土科学館条例の一部改正について 〃
議案第 73 号 岩見沢市立児童館条例の一部改正について 〃
議案第 74 号 岩見沢市新産業支援センター条例の一部改正について 〃
議案第 75 号 岩見沢市生涯学習センター条例の一部改正について 〃
議案第 76 号 岩見沢トレーニングセンター条例の一部改正について 〃
議案第 77 号 岩見沢市北村トレーニングセンター条例の一部改正について 〃
議案第 78 号 岩見沢市温水プール条例の一部改正について 〃
議案第 79 号 岩見沢市北村プール条例の一部改正について 〃
議案第 80 号 岩見沢市文化センター条例の一部改正について 〃
議案第 81 号 岩見沢市絵画ホール条例の一部改正について 〃
議案第 82 号 岩見沢市農山村地域公園条例の一部改正について 〃
議案第 83 号 岩見沢市都市公園条例の一部改正について 〃
議案第 84 号 岩見沢市病院事業の設置等に関する条例の一部改正について 〃

議案第 85 号 岩見沢市特定教育・保育施設及び特定地域型保育事業の運営に関する基準を定める条例及び岩見
沢市家庭的保育事業等の設備及び運営に関する基準を定める条例の一部改正について 〃

議案第 86 号 岩見沢市犬の登録等手数料徴収条例の一部改正について 〃
議案第 87 号 岩見沢市廃棄物の処理及び清掃に関する条例の一部改正について 〃
議案第 88 号 岩見沢市火葬場設置条例の一部改正について 〃
議案第 89 号 岩見沢市緑が丘霊園条例及び岩見沢市緑が丘霊園条例の一部を改正する条例の一部改正について 〃
議案第 90 号 岩見沢市墓地使用条例の一部改正について 〃
議案第 91 号 岩見沢市コミュニティセンター条例の一部改正について 〃
議案第 92 号 岩見沢市栗沢市民センター条例の一部改正について 〃
議案第 93 号 岩見沢市美流渡コミュニティセンター条例の一部改正について 〃
議案第 94 号 岩見沢市地区集会所条例の一部改正について 〃
議案第 95 号 岩見沢市コミュニティプラザ条例の一部改正について 〃
議案第 96 号 岩見沢市有明交流プラザ条例の一部改正について 〃
議案第 97 号 岩見沢市あそびの広場条例の一部改正について 〃
議案第 98 号 岩見沢市手数料条例の一部改正について 〃
議案第 99 号 岩見沢市多目的研修集会施設等条例の一部改正について 〃
議案第 100 号 いわみざわ北村温泉施設条例の一部改正について 〃

令和 7年第 4回定例会（12月 8日令和 7年第 4回定例会（12月 8日 ▶ ▶ 12 月 19日）審議結果12月 19日）審議結果
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議 案 番 号 件　　   名 審 議 結 果
議案第 101 号 岩見沢市イベントホール条例の一部改正について 原 案 可 決
議案第 102 号 岩見沢市公設卸売市場条例の一部改正について 〃
議案第 103 号 岩見沢市ワークプラザ条例の一部改正について 〃
議案第 104 号 岩見沢市農業委員会委員の定数に関する条例の一部改正について 〃
議案第 105 号 岩見沢市農産加工施設条例の一部改正について 〃
議案第 106 号 岩見沢市農業技術情報施設条例の一部改正について 〃
議案第 107 号 岩見沢市農村体験公園条例の一部改正について 〃
議案第 108 号 岩見沢市自転車等の放置の防止に関する条例の一部改正について 〃
議案第 109 号 岩見沢市自転車等駐車場条例の一部改正について 〃
議案第 110 号 工事請負契約の締結について（令和７年度６条中央団地２号棟改築工事） 〃
議案第 111 号 町の区域を変更することについて 〃
議案第 112 号 いわみざわ公園野外音楽堂の指定管理者の指定について 〃
議案第 113 号 東山公園庭球場、東山公園弓道場、東山公園陸上競技場及び岡山スポーツフィールドの指定管理

者の指定について 〃
議案第 114 号 岩見沢市視力障害者福祉センターの指定管理者の指定について 〃
議案第 115 号 日の出コミュニティセンターの指定管理者の指定について 〃
議案第 116 号 北ふれあいセンターの指定管理者の指定について 〃
議案第 117 号 南コミュニティセンターの指定管理者の指定について 〃
議案第 118 号 幌向総合コミュニティセンターの指定管理者の指定について 〃
議案第 119 号 岩見沢市あそびの広場の指定管理者の指定について 〃
議案第 120 号 朝日コミュニティ交流センターの指定管理者の指定について 〃
議案第 121 号 いわみざわ地域交流センター・ふるさと毛陽の指定管理者の指定について 〃
議案第 122 号 岩見沢市職業訓練センターの指定管理者の指定について 〃
議案第 123 号 公設道央地方卸売市場の指定管理者の指定について 〃
議案第 124 号 鉄北地区多目的研修会館の指定管理者の指定について 〃
議案第 125 号 岩峰地区農地流動化センターの指定管理者の指定について 〃
議案第 126 号 幌向川右岸地区多目的研修会館の指定管理者の指定について 〃
議案第 127 号 毛陽交流センターの指定管理者の指定について 〃
議案第 128 号 御茶の水交流センターの指定管理者の指定について 〃
議案第 129 号 毛陽農産加工実習体験センターの指定管理者の指定について 〃
議案第 130 号 議決の変更について（上幌地区集会所の指定管理者の指定について） 〃
議案第 131 号 議決の変更について（茂世丑地区集会所の指定管理者の指定について） 〃
議案第 132 号 議決の変更について（万字地区集会所の指定管理者の指定について） 〃
議案第 133 号 議決の変更について（最上北栄地区集会所の指定管理者の指定について） 〃
議案第 134 号 議決の変更について（西地区集会所の指定管理者の指定について） 〃
議案第 135 号 議決の変更について（由良地区集会所の指定管理者の指定について） 〃
議案第 136 号 議決の変更について（必成地区集会所の指定管理者の指定について） 〃
議案第 137 号 議決の変更について（岐阜地区集会所の指定管理者の指定について） 〃
議案第 138 号 議決の変更について（栗丘地区集会所の指定管理者の指定について） 〃
議案第 139 号 議決の変更について（豊正地区自治会館等の指定管理者の指定について） 〃
議案第 140 号 令和７年度岩見沢市一般会計補正予算について（第５号） 〃
議案第 141 号 令和７年度岩見沢市特別会計介護保険費補正予算について（第２号） 〃
議案第 142 号 一般職員の給与に関する条例等の一部改正について 〃
議案第 143 号 令和７年度岩見沢市一般会計補正予算について（第６号） 〃
議案第 144 号 令和７年度岩見沢市特別会計国民健康保険費補正予算について（第１号） 〃
議案第 145 号 令和７年度岩見沢市特別会計高等学校費補正予算について（第１号） 〃
議案第 146 号 令和７年度岩見沢市特別会計介護保険費補正予算について（第３号） 〃
議案第 147 号 令和７年度岩見沢市特別会計後期高齢者医療費補正予算について（第１号） 〃
諮問第 6 号 人権擁護委員の候補者の推薦について　【赤間 喜久子 氏】 同　　　意
諮問第 7 号 人権擁護委員の候補者の推薦について　【霊山 千明 氏】 〃
諮問第 8 号 人権擁護委員の候補者の推薦について　【佐藤 恭二 氏】 〃

意見書案第 13 号 食料・農業・農村政策確立に関する予算の拡充等について 原 案 可 決
意見書案第 14 号 有害鳥獣駆除を行う担い手の持続的確保対策について 〃
意見書案第 15 号 巨大災害発生に対する対応体制整備について 〃
意見書案第 16 号 地方税財源の充実確保について 〃
意見書案第 17 号 地方の福祉人材確保の取組に向けた財政措置について 〃
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審議結果

  第４回定例会までに提出された次の陳情・要望書は全議員に写しが配付されました。
■ 令和８年度理科教育設備整備費等補助金予算計上について 
■ 有害鳥獣駆除を行う担い手の持続的確保対策を求める意見書について
■ 学校教材備品の計画的な整備推進について 
■ 国民の主食である米の価格を統制することを求める意見書について
■ 加齢性難聴者の補聴器購入に対する公的助成制度の創設について
■ 職員団体の組合費給与天引き（チェックオフ）手続の適正運用および行政の政治的中立性確保について 
■ 臓器移植に関わる不正な臓器取引や移植目的の渡航等を防止し、国民が知らずに犯罪に巻き込まれることを防ぐための
    環境整備等を求める意見書について 
■ 治安維持法犠牲者国家賠償法制定を求める意見書について
■ 令和 8 年度税制改正に関する要望について
■ 令和 8 年度予算に向けた要望について 
■ 令和 8 年度税制改正に関する提言について 
■ 食料・農業・農村政策確立に関する予算の拡充等を求める意見書について 

会　派　名 市民クラブ 新緑風 民優 公明 共産
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　議　員　名
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議    54） 令和６年度岩見沢市一般会計及び各特別会計決算の
　　　　認定について ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○○

 

議　

長

○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ × ×

議    62） 岩見沢市自治体ネットワークセンター条例の一部改正について ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ × ×

議    64） いわみざわ公園野外音楽堂条例の一部改正について ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ × ×

議    65） 岩見沢市北村環境改善センター条例の一部改正について ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ × ×

議    66） 岩見沢スポーツセンター条例の一部改正について ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ × ×

議    67） 岩見沢市総合体育館条例の一部改正について ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ × ×

議    68） 岩見沢市野球場条例の一部改正について ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ × ×

議    69） 岩見沢市北村多目的体育館条例の一部改正について ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ × ×

議    70） 岩見沢市栗沢スポーツ公園条例の一部改正について ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ × ×

議    71） 岩見沢市民会館条例の一部改正について ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ × ×

議    72） 岩見沢郷土科学館条例の一部改正について ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ × ×

議    73） 岩見沢市立児童館条例の一部改正について ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ × ×

議    74） 岩見沢市新産業支援センター条例の一部改正について ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ × ×

議    75） 岩見沢市生涯学習センター条例の一部改正について ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ × ×

議    76） 岩見沢トレーニングセンター条例の一部改正について ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ × ×

議    77） 岩見沢市北村トレーニングセンター条例の一部改正について ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ × ×

議    78） 岩見沢市温水プール条例の一部改正について ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ × ×

議    79） 岩見沢市北村プール条例の一部改正について ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ × ×

議    80） 岩見沢市文化センター条例の一部改正について ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ × ×

議    81） 岩見沢市絵画ホール条例の一部改正について ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ × ×

各議員の議案に対する賛否の状況（賛否の分かれたもの）

議 案 番 号 件　　   名 審 議 結 果
意見書案第 18 号 重点支援地方交付金の拡充と地方自治体への迅速かつ丁寧な支援について 原 案 可 決
意見書案第 19 号 危機的状況にある自治体病院の存続に向けた財政支援について 〃

決議案第 3 号
議案第６２号、議案第６４号ないし議案第８４号、議案第８６号ないし議案第８９号、議案
第９１号ないし議案第１０１号、議案第１０３号及び議案第１０５号ないし議案第１０９号
に対する附帯決議について

〃

閉会中継続審査について（請願第１号、請願第２号） 決　　　定

※可決した意見書案・決議案の全文は、市議会ホームページでご覧になれます。
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議    82） 岩見沢市農山村地域公園条例の一部改正について ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○○

 

議　
長

○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ × ×

議    83） 岩見沢市都市公園条例の一部改正について ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ × ×
議    84） 岩見沢市病院事業の設置等に関する条例の一部改正
             について ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ × ×

議    86） 岩見沢市犬の登録等手数料徴収条例の一部改正について ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ × ×
議    87） 岩見沢市廃棄物の処理及び清掃に関する条例の
             一部改正について ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ × ×

議    88） 岩見沢市火葬場設置条例の一部改正について ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ × ×
議    89） 岩見沢市緑が丘霊園条例及び岩見沢市緑が丘霊園条例の
             一部を改正する条例の一部改正について ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ × ×

議    91） 岩見沢市コミュニティセンター条例の一部改正について ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ × ×

議    92） 岩見沢市栗沢市民センター条例の一部改正について ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ × ×
議    93） 岩見沢市美流渡コミュニティセンター条例の一部改正
             について ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ × ×

議    94） 岩見沢市地区集会所条例の一部改正について ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ × ×

議    95） 岩見沢市コミュニティプラザ条例の一部改正について ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ × ×

議    96） 岩見沢市有明交流プラザ条例の一部改正について ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ × ×

議    97） 岩見沢市あそびの広場条例の一部改正について ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ × ×

議    98） 岩見沢市手数料条例の一部改正について ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ × ×

議    99） 岩見沢市多目的研修集会施設等条例の一部改正について ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ × ×

議  100） いわみざわ北村温泉施設条例の一部改正について ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ × ×

議  101） 岩見沢市イベントホール条例の一部改正について ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ × ×

議  103） 岩見沢市ワークプラザ条例の一部改正について ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ × ×

議  105） 岩見沢市農産加工施設条例の一部改正について ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ × ×

議  106） 岩見沢市農業技術情報施設条例の一部改正について ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ × ×

議  107） 岩見沢市農村体験公園条例の一部改正について ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ × ×
議  108） 岩見沢市自転車等の放置の防止に関する条例の
             一部改正について ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ × ×

議  109） 岩見沢市自転車等駐車場条例の一部改正について ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ × ×
決　  3)  議案第 62号、議案第 64号ないし議案第 84号、

　　　 議案第 86号ないし議案第 89号、議案第 91号ないし
　　　   議案第 101号、議案第 103号及び議案第 105号
          ないし議案第 109号に対する附帯決議について

○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○○ × × × × ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○

市のお金の使い方をチェッ
ク

令和６年度決算を認定・可決しました

歳入総額　４９１億４，５６４万円
歳出総額　４８８億８, ３８０万円

　１０月２１日から２４日の日程で決算審査特別委員会を開催し、令和６年度
の一般会計、特別会計及び企業会計の決算の認定に係る議案の審査を行いまし
た。採決の結果全ての会計決算を認定・可決すべきものと決定いたしました。
　この審査結果を１２月に開催されました、令和７年第４回定例会にて報告し、
全ての会計決算を認定・可決いたしました。

歳入歳出差引額　２億６，１８４万円

＜決算が認定されるまで＞
予算執行
市長は、計画的かつ効率的に予算
を執行します。

会計管理者は、決算書等
を作成し、市長に提出し
ます。

市長は、提出された決算書等
を監査委員の審査に付します。

監査委員は、決算審査
意見書を市長に提出し
ます。

決算審査　市長は、監査委員の決算審査意見書とともに決算書等を議会へ提出します。
決算審査特別委員会
議長と監査委員を除く２０名の議員で構成。
適正に予算が執行されたか審査します。

本会議
決算審査特別委員会の審査結果を
踏まえ、決算を認定します。

決
算
書

※一般会計のみ抜粋
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他都市行政調査
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他都市行政調査実施しました
　各常任委員会と議会運営委員会では市政発展のため
他都市行政調査を行っております。他都市行政調査終
了後には、各委員会で実施報告書を作成し、議会ホー
ムページにて掲載しております。また、全議員で共有
することで今後の委員会や各々の活動に活かしており
ます。

総務常任委員会

埼玉県秩父市で
は人口減少等で
利用者が減少し
ていることを踏
まえ「乗って守
ろ う 公 共 交 通 」
のスローガンの
もと公共交通利
用促進事業を展
開していました。

埼玉県北本市ではふるさと納税に力を入れていました。市民
提案型ふるさと納税クラウドファンディングや寄附者ツアー
などを行い、市内外で関係人口を増加させる試みが行われて
いました。東京都羽村市ではＩＣＴ・ＡＩを活用した庁内業
務の効率化を図り、職員の負担軽減に取り組んでいました。
特に税の未納者に対しＡＩコールを活用し収納率の向上が図
られていました。

民生常任委員会

議会運営委員会

群馬県高崎市で
は、ヤングケア
ラーＳＯＳを実
施しており、若
年層の介護負担
を軽減し、関係
各所へ支援をつ
なげるシステム
が効果的に機能
していました。

新潟県長岡市では、認知症の人と家族への一体的支援事業が
進められており認知症患者と家族が、情報交換や相互支援を
行い、孤立感を軽減する取組が進められていました。新潟市
では、民生委員協力員制度を活用することで、増加する高齢
者世帯に対応するため、民生委員だけでは難しい支援を地域
住民の協力のもと実施し、住民同士が支え合う体制を築いて
いました。

＜１１月５～７日＞
・群馬県高崎市　ヤングケアラーＳＯＳについて
・新潟県長岡市　認知症の人と家族への一体的支援事業について
・新潟県新潟市　民生委員協力員制度について

他都市行政調査
実施報告書はこちらから

福島県会津若松
市議会にて議員
間討議を中心に
議会改革の調査
を行いました。
決算・予算・各
常任委員会にて
ほぼ毎回討論が
行われ意思疎通
があり、運用規

定も明確で、今後大いに参考となる視察でした。また、独自
の「政策サイクル」による通年議会に取り組んでおり、議会
改革先進地であることに感銘いたしました。

岐阜県関市「中
心市街地活性化
の施策」と岐阜
県可児市「観光
施策及びぎふワ
ールド・ローズ
ガーデン」そし
て、旭川市「有
機 農 業 の 推 進 」
を視察させて頂

きました。関市では創業並びに新事業展開を志す皆さんが試
すことが出来る「本町チャレンジ BASE」を始め、歩きたくな
るまちづくりを、可児市では、バラ園での景観演出など来訪
者を楽しませる工夫等を視察させて頂きました。また、旭川
市では有機農業の推進により大阪府泉大津市とオーガニック
ビレッジ宣言が締結され、有機農産物の拡大並びに知名度の
向上につなげる取組を視察させて頂きました。

＜１１月１１～１３日＞
・岐阜県関市　　中心市街地活性化の施策について
・岐阜県可児市　観光施策及び「ぎふワールド・ローズ
                       ガーデン」 について
＜１２月２２日＞
・北海道旭川市　有機農業の推進について

＜１１月４～５日＞
・福島県会津若松市　議員間討議と議会改革について

＜１１月１０～１２日＞
・埼玉県秩父市　地域公共交通の推進について
・埼玉県北本市　ふるさと納税の取組について
・東京都羽村市　ＩＣＴ・ＡＩを活用した庁内業務効率化
　　　　　　　  について

経済建設常任委員会
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主権者共育

 　社会問題や地域課題に対し、自ら考え、判断し、行動していく主権者を育
成し、将来の地方自治を担う子ども達に地方議会への理解や関心を深めること
を目的とした「主権者共育」。昨年度に引き続き岩見沢市議会では市内全中学
校を対象に９月より実施しております。
　北村中、豊中、緑中、光陵中は議場を訪問、くりさわ学舎は、６名の議員が
学校へ出向き「出前授業」～ぼくらのくりさわ学舎　新校舎プロジェクトトー
ク～をテーマにグループワークを実施。また、清園中学校はビデオレター、東
光中学校は書面で生徒さんへの質問にお答えさせていただきました。

主権者共育
実施しました

議会での議員の呼び方
や議長の進め方が実際
に議会に参加している
ような気持ちになりま
した。

議員になったきっかけ
が人それぞれで、一番
若い人が 30 歳。若い
人も議員になれるとわ
かった。

資料や写真を使ったり
して、議会について詳
しく私たちが理解しや
すいように教えてくれ
た。

行く前は緊張したが、
意外と楽しかった。こ
れからは地域のことを
自分事として考えてい
きたいと思った。

議会の説明の他にも議
場見学やバックヤード
ツアーなどで、色々な
部屋を見学できたこと
が興味深かった。

感想を聞いて
みました！

議員になったきっか
けと、やりがいや楽
しさを教えてくださ
い！

市街地に向かう
バスの便数を増
やしてほしい！

若者の定住促進
に対しどのよう
な議論がされて
いますか？

外国人への支援は
どのような内容で
すか？

～生徒さんからの質問タイム～

11

ふるさと納税の返礼品
として登録されている
ものが思っていたより
多かった。

議員の仕事以外にも
色々な職業に就き、議
員をしていることが初
耳でした。
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編集後記 議会広報広聴委員会
＜委員長＞　 坂井 秋子
＜副委員長＞ 松本 一郎
＜委員＞　　 新井 優也　
　　　　　　 木村 光宏
　　　　　　 野尻 　清
　　　　　　 河合 清秀　
　　　　　　 坂井 照美
　　　　　　 猪口 満雅　
　　　　　　 山田 靖廣

議
会

　

　いわみざわ市議会だより

市民との意見交換会を開催いたしました

ＦＭはまなすに出演いたしました

議会日誌
10 月 2 日 ・議会運営委員会　・第３回臨時会

・総務常任委員会
9 日　・広報広聴委員会

21 日 ・決算審査特別委員会
・決算審査特別委員会総務分科会
・議員定数等検討委員会・広報広聴委員会合同委員会

22 日 ・決算審査特別委員会民生分科会
23 日 ・決算審査特別委員会経済建設分科会　

・経済建設常任委員会
24 日 ・決算審査特別委員会
28 日 ・正副委員長会議　・市民との意見交換会
29 日 ・主権者共育（北村中）
30 日 ・主権者共育（豊中）
31 日 ・主権者共育（くりさわ学舎後期課程）　

11 月 4 日 ・議会運営委員会他都市調査（５日まで）
5 日 ・民生常任委員会他都市調査（７日まで）

10 日 ・総務常任委員会他都市調査（１２日まで）
11 日 ・経済建設常任委員会他都市調査（１３日まで）
21 日 ・経済建設常任委員会
25 日 ・主権者共育（緑中）・広報広聴委員会
26 日 ・各派代表者会議
28 日 ・総務常任委員会

12 月 3 日 ・主権者共育（光陵中）
4 日 ・主権者共育（光陵中）
5 日 ・議会運営委員会
8 日 ・各派代表者会議　・第４回定例会（第１号） 

・総務常任委員会　・民生常任委員会
・議会運営委員会　・議員会役員会
・議員定数等検討委員会　・広報広聴委員会

12 日 ・第４回定例会（第２号）
15 日 ・第４回定例会（第３号）
16 日 ・第４回定例会（第４号）

・議員定数等検討委員会
17 日 ・総務常任委員会　・経済建設常任委員会

・民生常任委員会
19 日 ・議会運営委員会　・第４回定例会（第５号）

・総務常任委員会　・経済建設常任委員会
・民生常任委員会
・議員定数等検討委員会・広報広聴委員会合同委員会
・広報広聴委員会

22 日 ・経済建設常任委員会他都市調査

令和８年第１回定例会
 ２月または３月

　　開会予定です。 議場にてお待ちしております！

　

　今年度も市内全中学 3 年生を対象とした主権者共育を
完走することが出来ました。今年度からは生徒の皆さん
との触れ合いを通し、議員も気づきや学びが多いことか
ら「共に育む」と書いて共育として実施しました。個性
豊かな生徒の皆さんと過ごした時間はとても有意義で、
市政にも少し興味を持っていただけたかと感じておりま
す。広報広聴委員会では今後も市議会を身近に感じてい
ただけるように取り組んでまいります。

　令和７年１０月２８日、
市役所４階委員会室にて参
加者３１名と市議会議員と
で「議員定数・議員報酬・
なり手不足」をテーマに意
見交換会を行いました。
　例年、議会広報広聴委員
会の主催で行っておりまし
たが、令和７年６月に設置
した「議員定数等検討委員
会」との共催となりました。前半、参加者の皆様に岩見沢市
議会の現状について約２０分ほど説明させていただきました。
後半、各グループ（５人）に分かれ、テーマについて意見を
出し合い、最後に代表者が発表しました。
　悪天候にも関わらずたくさんの方々にご参加いただき、貴
重なご意見をいただきました。後日、岩見沢市議会ＹｏｕT
ｕｂｅ公式チャンネルにて当日の様子を公開いたしました。
それを元にＷＥＢアンケートも実施し、より広く市民の意見
を聴かせていただく取組も行いました。今回寄せられた貴重

なご意見につきましては
、真摯に受け止めさせて
いただき、今後、議員定
数等検討委員会で協議・
検討を進めていく上で、
よりよい方向性を見いだ
すために積極的に活かし
てまいりたいと考えてお
ります。

～ご参加頂き、ありがとうございました～

　１０月２２日（水）、１２月１０日（水）に広報広聴委
員会の活動として、ＦＭはまなすの「ひろむのちょこまか
エクスプレス」に、猪口満雅議員、新井優也議員、木村光
宏議員、河合清秀議員がそれぞれ出演させていただきまし
た。市民との意見交換会開催についてと第４回定例会開会
のご案内をさせていただきました。

いつもご覧いただき誠にありが
とうございます。今後の参考と
するため、「議会かわら版」ヘ
の感想を募集いたします。FAX

（0126-25-5503）、 ま た は 二
次元バーコード
からお待ちして
おります。


